
 
南
方
熊
楠 

秘
魯
國

ペ
ル
ー
こ
く

に
漂

著

へ
う
ち
や
く

せ
る
日
本
人 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
初
出
は
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
十
月
発
行
の
『
人
類
學
雜
誌
』
第
二
十
八
巻
十
号
で
、

初
出
は
「J-S

tag
e

」
の
こ
ち
ら
で
原
雑
誌
の
そ
れ
を
読
む
こ
と
が
出
来
る
。
底
本
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
こ
こ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
南
方
隨
筆
」
の
先
の
論
文
な
ど
が
載
る
『
東
京
人
類

學
雜
誌
』
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
方
が
い
る
か
も
知
れ
ぬ
の
で
言
っ
て
お
く
と
、
『
東
京
人

類
學
雜
誌
』
は
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
に
会
誌
名
を
『
人
類
學
雜
誌
』
と
改
め
て
お
り
、
編
集
方
針
も

大
き
く
変
わ
っ
て
い
た
。 

 

注
は
段
落
の
後
に
附
し
た
も
の
は
前
後
を
一
行
空
け
た
。］ 

  
 

 
 

 
 

秘
魯
國
に
漂
著
せ
る
日
本
人 

 
 

 

英
譯 

R
atzel, `T

h
e H

isto
ry

 o
f M

an
k
in

d
,` 1

8
9
6
,v

o
l. i, p

. 1
6
4
 

に
、
東
西
南
半
球
間
過
去
の
交
通
を
論

じ
、「
日
本
と
支
那
よ
り
西
北
亞
米
利
加
に
漂
著
せ
る
人
あ
り
。
又
米
國
の
貨
品
が
布
哇
に
漂
著
せ
る
例
あ

り
。
然
れ
ど
も
南
半
球
に
至
り
て
は
、
高
緯
度
に
有
て
風
と
潮
流
が
西
よ
り
南
米
大
陸
に
向
ひ
、
赤
道
近
く

に
隨
ひ
、
風
潮
並
び
に
南
米
よ
り
東
方
に
赴
き
去
り
、
凡
て
東
半
球
と
南
米
間
に
人
類
の
彼
此
往
來
あ
り
し

確
證
實
例
な
し
。
た
ゞ
民
俗
相
似
の
點
多
き
よ
り
推
し
て
、
曾
て
斯
る
交
通
有
た
る
を
知
る
の
み
」
と
述
た

り
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「R

atzel, ̀
T

h
e H

isto
ry

 o
f M

an
k
in

d
,` 1

8
9
6
,v

o
l. i, p

. 1
6
4

」
ド
イ
ツ
の
地
理
学
者
・
生

物
学
者
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ラ
ッ
ツ
ェ
ル
（F

ried
rich

 R
atzel 

一
八
四
四
年
～
一
九
〇
四
年
：
当
時
、
隆
盛

で
あ
っ
た
社
会
的
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
の
影
響
の
強
い
思
想
を
特
徴
と
し
、
政
治
地
理
学
の
祖
で
も
あ
る
）
の

「
民
族
学
」（V

ö
lkerku

n
d
e

：
全
三
巻
。
一
八
八
五
年
）
の
第
一
巻
の
英
訳
本
。
当
該
英
訳
原
本
を`In

tern
et 

arch
iv

e`

で
読
め
、
当
該
箇
所
は
こ
ち
ら
（
左
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
。 

「
布
哇
」
ハ
ワ
イ
。］ 

 

以
下
の
段
落
は
底
本
で
は
全
体
が
一
字
下
げ
で
あ
る
。］ 

  

未
開
の
民
が
、
風
と
潮
流
に
逆
う
て
弘
ま
り
行
き
し
例
あ
る
は
、
第
二
板
「
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
ヂ
ア
・
ブ

リ
タ
ン
ニ
カ
」
卷
二
十
二
、
三
四
頁
に
、
多
島
海
人
、
古
へ
航
海
に
長
じ
、
其
邊
の
風
と
潮
流
主
と
し
て
東

よ
り
す
れ
ど
も
、
時
に
西
よ
り
す
る
事
有
る
を
利
用
し
、
印
度
洋
島
よ
り
發
程
し
て
、
遂
に
遠
く
多
島
海
諸

島
に
移
住
せ
る
由
を
言
へ
り
。D

an
iel W

ilso
n
, ̀

P
reh

isto
ric M

an
,` 1

8
6
2
, ch

. v
i &

 x
x

v. 

に
、
南
太
平
洋
に

太
古
今
よ
り
も
遙
か
に
島
數
多
か
り
し
が
、
漸
々
海
底
に
沈
み
し
由
を
論
じ
、
多
島
海
人
が
往
昔
航
海
術
に

長
ぜ
る
記
述
に
及
ぼ
し
、
人
間
が
東
半
球
よ
り
西
半
球
に
弘
ま
り
し
は
、
第
一
に
多
島
海
よ
り
南
米
に
移
り

て
秘
魯
中
米
等
の
開
化
を
建
立
し
、
第
二
に
大
西
洋
を
經
て
西
印
度
中
米
「
ブ
ラ
ジ
ル
」
等
に
及
ぼ
し
、
第

三
に
「
ベ
ー
リ
ン
グ
」
海
峽
及
び
北
太
平
洋
諸
島
よ
り
北
米
に
入
り
し
者
の
如
し
と
說
き
た
り
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：『「
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
ヂ
ア
・
ブ
リ
タ
ン
ニ
カ
」
卷
二
十
二
、
三
四
頁
』
一
七
六
八
年
に

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1911/28/10/28_10_559/_pdf/-char/ja
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/62
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/62
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/62
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/62
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/62
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/62
https://archive.org/details/historymankindv00ratzgoog/page/n210/mode/2up
https://archive.org/details/historymankindv00ratzgoog/page/n210/mode/2up
https://archive.org/details/historymankindv00ratzgoog/page/n210/mode/2up
https://archive.org/details/historymankindv00ratzgoog/page/n210/mode/2up


初
版
が
発
行
さ
れ
た
英
語
で
書
か
れ
た
百
科
事
典
「
ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
事
典
」
（
表
記
は
ラ
テ
ン
語
で

`E
n
cyclo

p
æ

d
ia

 B
rita

n
n
ica

`

）。
第
二
版
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
著
述
家
、
航
空
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
っ
た

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
タ
イ
ト
ラ
ー
（Jam

es T
y
tler 

一
七
四
五
年
～ 

一
八
〇
四
年
）
の
編
集
に
な
り
、
一
七
七

七
年
か
ら
一
七
八
四
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
も
や
は
り
、`In

tern
et arch

iv
e`

の
こ
こ
で
当
該
部
分

（
左
ペ
ー
ジ
）
が
読
め
る
。 

「
多
島
海
人
」
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
。 

「D
an

iel W
ilso

n
, `P

reh
isto

ric M
an

,` 1
8
6
2
, ch

. v
i &

 x
x
v.

」
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
カ
ナ
ダ
の
考
古

学
者
・
民
族
学
者
・
作
家
ダ
ニ
エ
ル
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（
一
八
一
六
年
～
一
八
九
二
年
）
の
「
先
史
時
代
の
人

間
」。
一
八
六
二
年
刊
。
原
本
は
、
や
は
り`In

tern
et arch

iv
e`

の
こ
ち
ら
で
読
め
る
。 

 

以
下
、
本
文
位
置
へ
戻
る
。］ 

  

今
東
半
球
の
赤
道
以
北
よ
り
す
ら
、
甞
て
南
米
に
漂
著
せ
る
人
の
絕
無
な
ら
ざ
る
を
證
す
る
爲
に
、
予
の

日
記
の
一
節
を
略
ぼ
原
文
の
儘
寫
し
出
す
事
次
の
如
し
。 

 

明
治
二
十
六
年
七
月
十
一
日
夕
、
龍
動
市
「
ク
ラ
パ
ム
」
區
「
ト
レ
マ
ド
ク
」
街
二
十
八
番
館
主
美
津
田

み

つ

た

瀧
次
郞
氏
を
訪
ふ
。
此
月
六
日
、
皇
太
孫
「
ジ
ヨ
ー
ル
ジ
」（
現
在
位
英
皇
）
の
婚
儀
行
列
を
見
ん
迚
、「
ビ

シ
ヨ
プ
ス
ゲ
イ
ト
」
街
、
橫
濱
正
金
銀
行
支
店
に
往
し
時
相
識
と
成
し
也
。
此
人
武
州
の
產
、
四
十
餘
歲
、

壯
快
な
る
氣
質
、
足
藝
を
業
と
し
、
每
度
水
晶
宮
等
に
て
演
じ
、
今
は
活
計
豐
足
す
と
見
ゆ
。
近
日
西
班
牙

に
赴
き
興
行
の
後
歸
朝
す
べ
し
と
云
ふ
。
子
二
人
、
實
子
は
既
に
歸
朝
、
養
子
の
み
留
り
在
り
、
其
人
日
本

料
理
を
調
へ
饗
せ
ら
る
。
主
人
明
治
四
年
十
一
月
本
邦
出
立
支
那
印
度
等
に
旅
す
る
事
數
年
、
歸
朝
し
て
三

年
間
京
濱
間
に
興
行
し
、
再
び
北
米
を
經
て
歐
州
各
國
よ
り
英
國
に
來
り
、
三
年
前
よ
り
今
の
家
に
住
す
と

云
々
。
旅
行
中
見
聞
の
種
々
の
奇
談
を
聞
く
。
西
印
度
諸
島
等
の
事
、
大
抵
予
が
三
四
年
前
親
く
見
し
所
に

合
り
、
氏
秘
魯
國
に
住
し
は
明
治
八
年
十
二
月
に
て
、
六
週
間
計
り
留
り
し
内
奇
事
有
り
。
平
田
某
次
郞
と

云
ふ
人
、
七
十
餘
歲
と
見
え
、
其
甥
三
十
餘
と
見
え
た
り
。
此
老
人
字
は
書
け
ど
も
、
本
朝
の
言
語
多
く
忘

却
し
ぬ
。
美
津
田
氏
一
行
本
邦
人
十
四
人
有
て
、
每
日
話
し
相
手
に
成
し
故
、
後
に
は
九
分
迄
本
邦
の
語
を

能
す
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
よ
く
す
る
」
。］
に
及
び
、
此
物
彼
品
を
日
本
に
て
何
と
言
り
や
抔
問
た
り
。

兵
庫
邊
の
海
に
て
、
風
に
遭
ひ
漂
流
し
つ
。
卅
一
人
乘
た
る
船
中
三
人
死
し
、
他
は
安
全
に
て
秘
魯
に
著
せ

り
。
甥
な
る
男
當
時
十
一
歲
な
り
し
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
明
治
二
十
六
年
」
一
八
九
三
年
。
南
方
熊
楠
は
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
十
二
月

二
十
二
日
に
横
浜
港
よ
り
渡
米
し
（
満
十
九
歳
）、
六
年
後
の
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
九
月
に
イ
ギ

リ
ス
に
渡
っ
た
。
こ
の
年
に
は
科
学
雑
誌
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』（N

A
T

U
R

E

）
十
月
五
日
号
に
初
め
て
論
文`

T
h
e 

C
o
n
stella

tio
n
s o

f th
e F

a
r E

a
st`

（
「
極
東
の
星
座
」
）
を
、
同
十
月
十
二
日
号
に
は`E

a
rly C

h
in

ese 

O
b
serva

tio
n
s o

n
 C

o
lo

u
r A

d
a
p
ta

tio
n
s`

（「
動
物
の
保
護
色
に
関
す
る
中
国
人
に
よ
る
先
駆
的
観
察
」）
を
寄

稿
し
て
い
る
。 

「
龍
動
」
ロ
ン
ド
ン
」。 

『「
ク
ラ
パ
ム
」
區
』C

lap
h
am

。
ク
ラ
パ
ム
。
南
ロ
ン
ド
ン
の
広
域
地
区
名
。 

「
ト
レ
マ
ド
ク
」
底
本
は
「
ト
レ
マ
ド
リ
」。
初
出
で
訂
し
た
。T

rem
ad

o
c

。
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・

デ
ー
タ
。
以
下
同
じ
）
に
「
ト
レ
マ
ド
ッ
ク
通
り
」
が
あ
る
。 

https://archive.org/details/EB1911WMF/VOL22_POLL-REEVES/page/n47/mode/2up
https://archive.org/details/EB1911WMF/VOL22_POLL-REEVES/page/n47/mode/2up
https://archive.org/details/EB1911WMF/VOL22_POLL-REEVES/page/n47/mode/2up
https://archive.org/details/EB1911WMF/VOL22_POLL-REEVES/page/n47/mode/2up
https://archive.org/details/EB1911WMF/VOL22_POLL-REEVES/page/n47/mode/2up
https://archive.org/details/prehistoricmanr06wilsgoog/page/n8/mode/2up
https://archive.org/details/prehistoricmanr06wilsgoog/page/n8/mode/2up
https://www.google.com/maps/place/Tremadoc+Rd,+Ferndale,+London,+%E3%82%A4%E3%82%AE%E3%83%AA%E3%82%B9/@51.4622921,-0.1365525,15.75z/data=!4m5!3m4!1s0x4876045025ddd9a1:0x5273387af6290568!8m2!3d51.4628431!4d-0.1316952


「
美
津
田
（
み
つ
た
）
瀧
次
郞
」
ル
ビ
は
マ
マ
。
初
出
及
び
「
選
集
」
は
「
み
つ
た
」
で
あ
り
、
「
南
方
熊

楠 
履
歴
書
（
そ
の
５
） 

ロ
ン
ド
ン
に
て
（
１
）」（
私
の
五
年
前
の
電
子
化
注
）
で
も
「
み
つ
た
」
と
ル

ビ
す
る
の
で
特
異
的
に
訂
し
た
。
そ
こ
で
私
は
美
津
田
瀧
次
郎
（
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
？
～
？
）
は
足

芸
（
あ
し
げ
い
：
仰
向
い
て
寝
て
挙
げ
た
足
だ
け
で
樽
や
盥
な
ど
を
回
し
た
り
す
る
曲
芸
）
を
得
意
と
し
た

サ
ー
カ
ス
芸
人
で
、「
南
方
熊
楠
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
河
出
文
庫
）
の
注
に
よ
れ
ば
、
南
方
熊
楠
の
明
治
二
六

（
一
八
九
三
）
年
『
七
月
の
日
記
に
「
美
津
田
滝
次
郎
を
訪
、
色
々
の
奇
談
を
き
く
」
と
あ
る
よ
う
に
、
し

ば
し
ば
親
交
を
結
ん
だ
と
い
う
注
し
た
後
、
本
篇
の
こ
の
前
後
を
初
出
で
電
子
化
し
て
い
る
。 

『
皇
太
孫
「
ジ
ヨ
ー
ル
ジ
」（
現
在
位
英
皇
）』
後
の
ウ
ィ
ン
ザ
ー
朝
初
代
君
主
イ
ギ
リ
ス
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
Ⅴ

世
（G

eo
rg

e V
 

全
名
：
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ア
ル
バ
ー
ト
：G

eo
rg

e F
red

erick
 

E
rn

est A
lb

ert 

一
八
六
五
年
～
一
九
三
六
年
）
。
一
八
九
三
年
七
月
六
日
に
メ
ア
リ
ー
・
オ
ブ
・
テ
ッ
ク

（M
ary

 o
f T

eck 

一
八
六
七
年
～
一
九
五
三
年
：
現
女
王
エ
リ
ザ
ベ
ス
Ⅱ
世
の
祖
母
）
と
結
婚
し
た
。 

「
ビ
シ
ヨ
プ
ス
ゲ
イ
ト
」B

ish
o
p
sg

ate

。
ロ
ン
ド
ン
の
ビ
シ
ョ
ッ
プ
ス
ゲ
ー
ト
地
区
。
こ
の
通
り
。 

「
橫
濱
正
金
」（
し
や
う
か
ね
（
し
ょ
う
か
ね
））「
銀
行
支
店
」
明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）
年
に
「
国
立
銀

行
条
例
」
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
貿
易
金
融
専
門
銀
行
。
資
本
金
三
百
万
円
の
三
分
の
一
は
政
府
の
出
資
。

明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
に
は
「
横
浜
正
金
銀
行
条
例
」
に
よ
り
特
殊
銀
行
に
改
組
さ
れ
、「
日
露
戦
争
」

以
後
、
満
蒙
で
植
民
地
銀
行
の
役
割
も
果
た
し
た
。
世
界
各
地
に
支
店
を
置
き
、
昭
和
に
入
っ
て
政
府
の
為

替
統
制
機
関
と
な
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
支
店
は
明
治
一
六
（
一
八
八
四
）
年
十
二
月
一
日
開
業
。 

「
水
晶
宮
」T

h
e C

ry
stal P

alace

。
原
型
は
一
八
五
一
年
に
ロ
ン
ド
ン
の
ハ
イ
ド
・
パ
ー
ク
で
開
か
れ
た
「
第

一
回
万
国
博
覧
会
」
の
会
場
と
し
て
建
て
ら
れ
た
建
造
物
。
造
園
家
・
建
築
家
で
あ
っ
た
ジ
ョ
セ
フ
・
パ
ク

ス
ト
ン
（Jo

sep
h
 P

ax
to

n 

一
八
〇
三
年
～
一
八
六
五
年
）
の
設
計
に
な
り
、
鉄
骨
と
ガ
ラ
ス
で
作
ら
れ
た

巨
大
な
建
物
で
、
プ
レ
ハ
ブ
建
築
物
の
先
駆
と
も
さ
れ
る
。
パ
ク
ス
ト
ン
の
設
計
で
は
長
さ
約
五
百
六
十
三

メ
ー
ト
ル
、
幅
約
百
二
十
四
メ
ー
ト
ル
の
で
あ
っ
た
（「
水
晶
宮
」
と
い
う
名
称
は
イ
ギ
リ
ス
の
雑
誌
『
パ

ン
チ
』（P

U
N

C
H

）
御
用
達
の
投
稿
者
で
あ
っ
た
劇
作
家
で
作
家
の
ダ
グ
ラ
ス
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ロ
ル

ド
（D

o
u
g
las W

illiam
 Jerro

ld

）
が
名
づ
け
た
）。
参
考
に
し
た
ウ
ィ
キ
の
「
水
晶
宮
」
に
よ
れ
ば
、『
万
博

終
了
後
は
一
度
解
体
さ
れ
た
も
の
の
』、
一
八
五
四
年
に
は
『
ロ
ン
ド
ン
南
郊
シ
デ
ナ
ム
の
丘
に
お
い
て
、

さ
ら
に
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で
再
建
さ
れ
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ン
、
コ
ン
サ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
、
植
物
園
、

博
物
館
、
美
術
館
、
催
事
場
な
ど
が
入
居
し
た
複
合
施
設
と
な
り
、
多
く
の
来
客
を
集
め
て
い
た
』。
し
か

し
、
一
八
七
〇
『
年
代
頃
か
ら
人
気
に
陰
り
が
見
え
始
め
』、
一
九
〇
九
『
年
に
破
産
し
』、『
そ
の
後
は
政

府
に
買
い
取
ら
れ
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
軍
隊
の
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
、
戦
後
』
に
『
一
般
公
開
が
再

開
さ
れ
た
が
』、
一
九
三
六
年
十
一
月
に
『
火
事
で
全
焼
し
て
』
再
建
さ
れ
な
か
っ
た
と
あ
る
。 

「
活
計
豐
足
す
」「
か
つ
け
い
ほ
う
そ
く
す
」。
生
活
は
満
ち
足
り
て
い
る
。 

「
明
治
四
年
十
一
月
」
本
邦
で
は
明
治
五
年
十
二
月
二
日
（
一
八
七
二
年
十
二
月
三
十
一
日
）
ま
で
太
陰
太

陽
暦
（
旧
暦
）
を
採
用
し
て
い
た
た
め
、
西
暦
と
は
ズ
レ
が
生
じ
る
。
熊
楠
が
換
算
し
て
い
る
可
能
性
は
限
り

な
く
低
い
か
ら
、
こ
の
月
は
旧
暦
十
二
月
一
日
は
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
で
は
一
八
七
一
年
十
二
月
十
二
日
で
、
晦

日
（
こ
の
年
は
小
の
月
で
十
一
月
二
十
九
日
）
は
一
八
七
二
年
一
月
九
日
で
あ
る
。 

「
平
田
某
次
郞
」「
某
」
は
マ
マ
。
こ
ん
な
名
は
聴
い
た
こ
と
が
な
い
。
熊
楠
は
正
確
な
名
を
そ
の
場
で
は

聴
い
た
が
、
覚
え
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
か
く
記
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。］ 

 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1911/28/10/28_10_559/_pdf/-char/ja
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/04/post-d449.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/04/post-d449.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/04/post-d449.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/04/post-d449.html
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1911/28/10/28_10_559/_pdf/-char/ja
https://www.google.com/maps/place/Bishopsgate,+London,+%E3%82%A4%E3%82%AE%E3%83%AA%E3%82%B9/@51.5167315,-0.0816569,18.5z/data=!4m5!3m4!1s0x48761cb2901f6a35:0xe42da845c4fbd9a4!8m2!3d51.5167977!4d-0.0810585


 
其
後
他
は
盡
く
歿
し
、
二
人
の
み
殘
り
、
老
人
は
政
府
よ
り
給
助
さ
れ
、
銀
行
に
預
金
し
て
暮
し
、
甥
は

可
な
り
奇
麗
な
る
古
着
商
を
營
み
居
れ
り
と
。
老
人
も
、
以
前
は
手
工
を
營
み
し
由
、
健
全
長
壽
の
相
有
て
、

西
班
牙
人
を
妻
れ
り
と
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
め
と
れ
り
と
」。］
、
其
乘
來
り
し
船
は
、
美
津
田
氏
一
行
が
著

せ
し
三
年
前
迄
、
公
園
に
由
來
を
記
し
て
列
し
有
り
し
が
、
遂
に
朽
失
せ
ぬ
。
美
津
田
氏
一
行
出
立
に
臨
み
、

醵
金
し
て
彼
人
に
與
へ
、
且
つ
手
書
し
て
履
歷
を
記
せ
し
め
、
後
桑
港
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
」。］
に
著
す
る
に
及
び
、
領
事
館
へ
出
せ
し
に
、
秘
魯
政
府
に
照
會
の
上
送
還
せ
し
む
べ
し
と
也
。

以
後
の
事
を
聞
き
及
ば
ず
と
云
ふ
。
一
行
「
リ
マ
」
市
を
立
ち
離
る
ゝ
時
、
老
人
も
送
り
來
り
、
名
殘
惜
げ

に
手
巾
を
振
り
廻
し
居
り
し
と
、
美
津
田
氏
ら
桑
港
に
著
せ
し
時
、
在
留
の
邦
人
纔
に
三
人
、
領
事
柳
谷
と

云
ふ
人
親
ら
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
み
づ
か
ら
」。］
旅
館
へ
來
訪
さ
れ
た
り
云
々
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
醵
金
」「
き
よ
き
ん
（
き
ょ
き
ん
）」。
あ
る
目
的
の
た
め
に
金
を
出
し
合
う
こ
と
。 

「
領
事
柳
谷
」
在
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
日
本
領
事
館
の
開
設
は
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
の
秋
で
、
明
治
九

（
一
八
七
六
）
年
に
最
初
の
日
本
人
領
事
柳
谷
謙
太
郎
が
着
任
し
て
い
る
（
そ
の
間
は
ア
メ
リ
カ
人
が
代
理

を
務
め
た
。
以
上
は
「
在
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
日
本
国
総
領
事
館
」
公
式
サ
イ
ト
内
の
歴
史
記
載
に
拠
っ
た
）。 

 

以
下
の
一
段
落
は
、
底
本
で
は
全
体
が
一
字
半
下
げ
で
ポ
イ
ン
ト
落
ち
。］ 

  

美
津
田
氏
は
、
質
直
不
文
の
人
な
れ
ど
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ど
」
は
底
本
は
「
ば
」
で
あ
る
が
、
初
出
で

訂
し
た
。］、
假
名
付
の
小
說
を
能
く
讀
み
た
り
、
其
談
話
は
一
に
記
憶
よ
り
出
し
故
に
、
誤
謬
も
多
少
有
る

べ
き
と
同
時
に
、
虛
構
潤
色
を
加
る
こ
と
無
し
と
知
ら
る
。
又
予
が
日
記
に
は
書
か
ざ
れ
ど
、
確
か
に
美
津

田
氏
の
言
と
し
て
覺
ゆ
る
は
、
件
の
老
人
に
歸
國
を
勸
め
し
に
、
最
初
中
々
承
引
せ
ず
。
吾
等
既
に
牛
肉
を

食
ひ
た
れ
ば
身
穢
れ
た
り
。
日
本
に
歸
る
べ
き
に
非
ず
と
言
ひ
し
と
か
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
質
直
」「
し
つ
ち
よ
く
（
し
っ
ち
ょ
く
）」
は
地
味
で
真
面
目
な
さ
ま
。
質
朴
。 

「
不
文
」
正
規
の
日
本
の
教
育
を
殆
ん
ど
受
け
て
い
な
と
い
う
こ
と
。 

「
吾
等
既
に
牛
肉
を
食
ひ
た
れ
ば
身
穢
れ
た
り
。
日
本
に
歸
る
べ
き
に
非
ず
」
平
田
老
人
の
こ
の
言
葉
、
何

か
私
は
頭
が
下
が
る
思
い
が
す
る
。 

 

以
下
、
本
文
に
戻
る
。］ 

  

件
の
美
津
田
氏
は
、
そ
の
後
二
子
（
共
に
養
子
也
。
日
記
右
の
文
に
一
人
は
實
子
と
せ
る
は
謬
り
也
。
）

俱
に
違
背
し
て
重
き
家
累
を
生
じ
、
自
ら
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
お
の
づ
か
ら
」。］
歸
朝
す
る
を
得
ず
。
更

に
「
も
と
」
と
名
づ
く
る
一
女
（
邦
人
と
英
婦
の
間
種
、
芳
紀
十
五
六
、
中
々
の
美
人
也
）
を
養
ひ
、
龍
動

に
二
三
年
留
り
居
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
を
り
」。］、
予
も
一
二
囘
訪
し
が
、
其
後
の
事
を
知
ら
ず
。
右
の
日

記
に
書
留
め
た
る
外
に
も
、
種
々
平
田
父
子
の
事
を
聞
き
た
る
も
、
予
只
今
記
憶
惡
く
成
て
、
一
筆
を
留
め

ざ
る
は
遺
憾
甚
し
。
近
頃
柳
田
國
男
氏
に
問
合
せ
し
に
、
柳
谷
謙
太
郞
氏
明
治
九
年
十
月
九
日
よ
り
十
六
年

三
月
三
十
一
日
迄
、
桑
港
領
事
と
し
て
留
任
せ
り
と
答
へ
ら
る
。
因
て
考
る
に
、
美
津
田
氏
一
行
、
九
年
正

月
中
「
リ
マ
」
を
出
立
し
、
諸
方
を
興
行
し
廻
り
、
其
年
十
月
後
桑
港
に
著
き
た
る
な
ら
ん
。「
ブ
ラ
ジ
ル
」

「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
」
等
に
到
り
し
話
も
聞
き
た
れ
ば
、
斯
く
思
は
る
ゝ
也
。 

 

https://www.sf.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/m01_06.html


［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
南
方
熊
楠
は
事
実
関
係
を
し
か
り
確
認
し
て
い
る
。 

「
家
累
」（
か
る
い
）
は
家
族
内
の
悩
み
事
。「
違
背
」
と
あ
る
か
ら
、
犯
罪
に
近
い
非
行
を
働
い
て
し
ま
っ

た
も
の
か
。］ 

  

序
に
述
ぶ
、
右
の
日
記
二
十
六
年
七
月
二
十
二
日
の
條
に
「
美
津
田
氏
宅
に
て
玉
村
仲
吉

ち
う
き
ち

に
面
會
す
。
埼

玉
縣
邊
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
あ
た
り
」。］
の
人
。
少
時
足
藝
師
の
子
分
と
成
り
、
外
遊
中
病
で
置
去
ら
れ
、

阿
弗
利
加
沿
岸
の
地
諸
所
多
く
流
寓
、
十
七
年
の
間
、
或
は
金
剛
石
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」。］

坑
に
働
き
、
又
「
ペ
ン
キ
」
塗
り
抔
を
業
と
せ
し
由
、「
ズ
ー
ル
ー
」
の
戰
爭
に
英
軍
に
從
ひ
出
で
、
賞
牌

三
つ
計
り
受
用
す
と
。
予
も
其
一
を
見
た
り
。
白
蟻
の
大
窠
等
の
事
話
さ
る
。
日
本
語
全
く
忘
れ
し
を
、
近

頃
日
本
人
と
往
復
し
、
少
し
く
話
す
樣
に
成
れ
り
と
。
龍
動
の
西
南
區
に
英
人
を
妻
と
し
棲
み
二
年
有
り
と

也
」
と
有
り
。
所
謂
「
ズ
ー
ル
ー
」
の
戰
爭
は
、
明
治
十
二
年
の
事
に
て
、「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
三
世
の
唯
一

子
、
廿
三
歲
に
て
此
軍
中
蠻
民
に
襲
は
れ
犬
死
せ
り
。
當
時
從
軍
の
玉
村
氏
廿
歲
計
り
の
事
と
察
せ
ら
る
。

日
本
人
が
早
く
南
阿
の
軍
に
加
は
り
、
多
少
の
功
有
り
し
も
珍
し
け
れ
ば
附
記
す
。
明
治
二
十
四
年
頃
、
予

西
印
度
に
在
り
し
時
京
都
の
長
谷
川
長
次
郞
と
て
、
十
七
八
歲
の
足
藝
師
、
肺
病
に
て
「
ジ
ヤ
マ
イ
カ
」
島

の
病
院
に
て
單
身
呻
吟
し
居
た
り
し
。
斯
る
事
猶
ほ
多
か
ら
ん
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
大
正
元
年
十
月
人
類
二
八
卷
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
仲
吉

ち
う
き
ち

」
歴
史
的
仮
名
遣
は
「
ち
ゆ
う
き
ち
」
で
よ
い
。 

「
金
剛
石
」
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
。 

『「
ズ
ー
ル
ー
」
の
戰
爭
』
英
語`

A
n
g
lo

-Z
u
lu

 W
ar`

は
一
八
七
九
年
に
イ
ギ
リ
ス
帝
国
と
南
部
ア
フ
リ
カ
の

ズ
ー
ル
ー
王
国
（
イ
ン
ド
洋
の
沿
岸
部
に
十
九
世
紀
に
南
ア
フ
リ
カ
東
海
岸
部
に
建
国
さ
れ
た
君
主
国
。
十

九
世
紀
初
め
、
ズ
ー
ル
ー
族
の
王
と
な
っ
た
シ
ャ
カ
が
軍
事
組
織
と
武
器
を
改
革
し
、
周
辺
の
部
族
を
次
々

と
統
合
し
て
、
一
八
二
四
年
に
は
ポ
ー
ト･

ナ
タ
ー
ル
（
現
在
の
ダ
ー
バ
ン
）
の
イ
ギ
リ
ス
人
入
植
者
と
友

好
関
係
を
結
ん
で
、
鉄
砲
を
入
手
し
、
そ
れ
を
使
っ
て
、
さ
ら
に
王
国
の
版
図
を
広
げ
た
。
一
八
二
八
年
に

は
異
母
弟
の
デ
ィ
ン
ガ
ネ
が
シ
ャ
カ
を
殺
し
て
王
位
に
就
き
、
さ
ら
に
領
土
の
拡
大
を
図
っ
た
）
と
の
間
で

戦
わ
れ
た
戦
争
。
こ
の
戦
争
は
幾
つ
か
の
血
生
臭
い
戦
闘
と
、
南
ア
フ
リ
カ
に
於
け
る
植
民
地
支
配
の
画
期

と
な
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
当
局
の
思
惑
に
よ
り
、
本
国
政
府
の
意
向
か
ら
離
れ
て
開

戦
し
た
も
の
の
、
英
国
軍
は
緒
戦
の
「
イ
サ
ン
ド
ル
ワ
ナ
の
戦
い
」
で
、
槍
と
盾
が
主
兵
装
で
火
器
を
殆
ん

ど
持
た
な
か
っ
た
ズ
ー
ル
ー
軍
に
大
敗
を
喫
し
、
思
わ
ぬ
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
帝
国
各
地
か
ら

大
規
模
な
増
援
部
隊
が
送
り
込
ま
れ
、「
ウ
ル
ン
デ
ィ
の
戦
い
」
で
近
代
兵
器
を
用
い
た
イ
ギ
リ
ス
軍
が
王

都
ウ
ル
ン
デ
ィ
を
陥
落
さ
せ
、
勝
利
し
、
ズ
ー
ル
ー
国
家
の
独
立
は
失
わ
れ
た
（
以
上
は
ウ
ィ
キ
の
「
ズ
ー

ル
ー
戦
争
」
に
拠
っ
た
）
。 

「
大
窠
」（
だ
い
く
わ
（
だ
い
か
））
は
大
き
な
巣
の
こ
と
。 

『「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
三
世
の
唯
一
子
』
父
ナ
ポ
レ
オ
ン
Ⅲ
世
の
嫡
出
子
で
フ
ラ
ン
ス
第
二
帝
政
時
代
の
皇
太

子
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ル
イ
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
（N

ap
o
léo

n
 E

u
g
èn

e L
o

u
is B

o
n
ap

arte 

一
八
五
六

年
～
一
八
七
九
年
）。
父
ナ
ポ
レ
オ
ン
Ⅲ
世
に
溺
愛
さ
れ
た
と
い
う
。「
普
仏
」
戦
争
の
初
期
、
フ
ラ
ン
ス
軍

が
各
地
で
劣
勢
と
な
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
Ⅲ
世
は
捕
虜
と
な
り
、
一
八
七
〇
年
九
月
二
日
か
ら
四
日
ま
で
の
二

日
間
だ
け
、
彼
が
表
面
上
の
政
務
を
取
り
仕
切
っ
た
が
、
そ
の
四
日
、
パ
リ
で
民
衆
の
暴
動
が
起
こ
り
、
九

https://www.google.com/maps/place/%E5%8D%97%E3%82%A2%E3%83%95%E3%83%AA%E3%82%AB+%E3%83%80%E3%83%BC%E3%83%90%E3%83%B3/@-31.8149601,22.8485248,5.5z/data=!4m5!3m4!1s0x1ef7aa0001bc61b7:0xcca75546c4aa6e81!8m2!3d-29.8586804!4d31.0218404
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BA%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%BC%E6%88%A6%E4%BA%89
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月
六
日
に
イ
ギ
リ
ス
へ
亡
命
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
砲
兵
学
校
に
入
学
し
、
好
成
績
で
卒
業
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
女
王
に
愛
称
の
「
ル
ル
」
で
呼
ば
れ
て
寵
愛
さ
れ
、
末
娘
ベ
ア
ト
リ
ス
王
女
と
の
縁
談
も
持
ち
上
が
る
ほ

ど
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
へ
の
恩
返
し
と
し
て
「
ズ
ー
ル
ー
戦
争
」
に
従
軍
、
ズ
ー
ル
ー
族
の
襲
撃
を
受
け

て
戦
死
し
た
。
子
は
な
く
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
Ⅲ
世
の
直
系
は
絶
え
た
（
以
上
は
彼
の
ウ
ィ
キ
に
拠
っ
た
）。 

「
明
治
二
十
四
年
」
一
九
〇
一
年
。 

「
長
谷
川
長
次
郞
」
詳
細
事
績
不
詳
。］ 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8A%E3%83%9D%E3%83%AC%E3%82%AA%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%82%A6%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%83%BC%E3%83%8C%E3%83%BB%E3%83%AB%E3%82%A4%E3%83%BB%E3%83%9C%E3%83%8A%E3%83%91%E3%83%AB%E3%83%88

